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（ ）

千円 611,117 千円

336,402 千円 333,993 千円

財源合計 598,898 千円 615,256 千円 602,879

千円 277,124 千円

その他特財の内容 学校給食費収入、廃油売払い収入、自動検針装置電気料、資源回収物売払収入、
太陽光発電売電収入、給食センター自動販売機設置使用料

一般財源 341,819 358,992 千円

千円 千円

その他特財
257,079 千円 256,264 千円 266,477

千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円

千円 611,117 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円

総事業費 598,898 千円 615,256 千円 602,879

23,430 千円 3.3 人 23,430 千円3.3 人 23,760 千円 3.3 人

千円 0.0 人 0 千円

人件費合計 3.3 人 23,760 千円

人 0 千円 0.0 人 0臨時職員等 0.0 人 0 千円 0.0

23,430 千円 3.3 人 23,430 千円3.3 人 23,760 千円 3.3 人

587,687 千円

事業費内訳
（2018年度分）

〇学校給食センター施設管理費　18,862,603円（うち修繕料　11,543,899円・点検、業務委
託料　7,297,164円）
〇学校給食センター運営事業　238,879,388円（うち調理業務委託料　234,362,160円）
〇学校給食事業費　333,753,458円（うち賄材料費　267,169,092円）
県栄養士４名配置

人
件
費

担当正職員 3.3 人 23,760 千円

575,138 千円 591,496 千円 579,449 千円

関連事業
（同一目的事業等）

コ
ス
ト

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

事
業
費

事業費合計

学校給食センターは市内、小見川に２つの調理場をもち市内、小学校１７校・中学校７校へ
給食を提供する。安心・安全な食材の購入及び調理計画に基づき衛生管理を徹底し、給食を
提供する。調理・配送等の業務委託による効率的な給食運営を図る。
施設設備の修繕並びに保守点検等の業務委託による施設機能の適正な維持管理。
食物アレルギー対象者に対し、料理ごと又は食材ごとの食物アレルギー表示がなされた献立
表の資料を提供するとともに希望に応じ食物アレルギー対応食（除去食）を提供する。
特に食物アレルギーに関する各種業務はトリプルチェックを行い徹底した事故防止を行う。

事業内容
（手段、手法など）

7.35 ％

実施方法

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　株式会社東洋食品　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先： 　　実施主体： ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

事業内容

実施の背景
学校給食法に基づき、学校給食が児童及び生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ、児
童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものであることか
ら、学校給食の普及充実及び学校における食育の推進を図る。

目　的
（何のために）

義務教育諸学校における教育の目的を実現するために、➀適切な栄養の摂取による健康の保
持増進を図ること。②日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営
むことができる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。③学校生活を豊かにし、明
るい社交性及び協同の精神を養うこと。④食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであるこ
とについての理解を深め、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を
養うこと。⑤食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解
を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。⑥我が国や各地域の優れた伝統的な食文化につい
ての理解を深めること。⑦食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

市内小中学校、児童・生徒等
対象者数（全住民に対する割合）

5700 人

根拠法令等 学校給食法 担当課･係名 学校教育課学校給食センター

事務区分 ■自治事務 □法定受託事務 作成責任者 伊能　弘

事業シート（概要説明書）

予算事業名 学校給食事業 事業開始年度 平成25年度

上位施策事業名 学校教育 担当局・部名 教育部

事業番号13 学校給食事業 ２０１９年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 学校給食事業 事業開始年度 平成25年度

事業番号13 学校給食事業 ２０１９年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

安心・安全な給食提供のため、老朽化した施設設備の修繕を実施するとともに調理業務及び配送業務の
民間委託を継続して実施する。
また、小中学校での栄養指導の実施、給食試食会の開催、給食だよりの発行等により学校や家庭と連携
し食育の推進を図る。
衛生管理の徹底を図り、食中毒対策や事故防止に努める。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

食物アレルギー対応について
１．香取市

調理業務 委託
対応レベル レベル３（除去食対応）
対象品目 乳・卵

2．袖ヶ浦市
　調理業務　  委託
 対応レベル　 レベル３（除去食対応）
 対象品目　 乳・卵

３．八千代市
調理業務　　  委託

 対応レベル　 レベル４（代替食対応）
対象品目 　 乳・卵

4．銚子市
 調理業務　  委託
 対応レベル　 レベル３（除去食対応）
対象品目　 卵

特記事項

2016年度

試食アンケートで、「おいしかった」とした人
の割合

％ 70.61 67.75 58.53

545 532

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

安心・安全で栄養バランスのとれた給食を安定的に供給する。
文部科学省で定められた学校給食摂取基準に基づく給食の提供。
給食実施日数　年間１９５日
保護者等への試食会の開催　年間２０回以上　（各小中学校にて）
給食だよりの発行　年間２回

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度

単位当たりコスト 総事業費 ／
給食１食当たりの

コスト
円 568

季節による献立 回 13/11 12/11 12/11

給食だよりの発行 回 2/2 2/2 2/2

香取市産米飯給食（週） 回 4/4 4/4 4/4

地産地消率（野菜） ％ 66/65 63/65 64/65事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度 2016年度

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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